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「困ったなあ。日射病に効きそうなものを、何も買わなかったから……」
ぼくは、ジェフとプーに、そっと耳打ちした。
「ないものはしかたない。風を送りながら、しばらくここで様子を見よう」
「プーはランマ育ちの自然児だからね。こんなときは頼りになるよ、ネス」
ぼくとジェフは、プーにならって、手でポーラに風を送ってあげる。しばらくすると、ポ
ーラの様子がやや落ち着いてきた。
「みんな、ありがとう……。だいぶよくなったわ、少しは歩けそう。戦いになったら役にた
たないかも知れないけれど……。ごめんなさいね」
「何を言う。こういうときは、お互いさまなのだ。調子の悪い者を元気な者がかばうのは当
然。あやまることじゃない」
「そうだよポーラ、プーの言うとおりだよ。戦いは、ぼくたちに任せてくれ!」
プーとジェフが、口々に言う。ぽくは、本当にいい友だちを持ったもんだ。
「よし、じゃあ、今のうちにピラミッドへ行こう。中は、ここよりも涼しいはずだ」
ぼくらは、ポーラに交替で肩を貸しながら、再びピラミッドへと歩きはじめた。
◆ウにチェックをして
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